
  

 

中１２回生（『進修第 17号』1914［大正３］年３月発行） 

日立鉱山専用電気鉄道 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   
 
 

 
                  

 

 
 

 

県
北 

1908

［
明
治
41
］
年 

中
12
回
生
１
年
次 

 
 

10

月
19

日
、
土
浦
駅
８
時
11

分
発
の
下
り
列

車
に
乗
り
込
み
、
助
川
駅(

現
日
立
駅)

下
車
。

助
川
駅
か
ら
日
立
鉱
山
専
用
電
気
鉄
道
(注 1)

の
、

建
設
中
の
線
路
沿
い
に
歩
き
、
日
立
銅
山
へ
。

1905

年
か
ら
久
原
房
之
助
が
経
営
に
乗
り
出
し
、

本
格
的
な
開
発
が
開
始
さ
れ
た
銅
山
は
、 

 
｢

…
…
、
銅
山
の
鉱
場
は
さ
ま
で
【
然
迄 

あ

ま
り 

た
い
し
て
】
広
か
ら
ざ
る
由
な
れ
ど
も
初

め
て
見
た
る
我
々
に
は
一
と
し
て
驚
嘆
せ
ざ

る
は
な
し
、
機
械
の
運
転
場
に
て
は
聾
せ
し
む

る
が
如
き
轟
々
た
る
音
に
小
さ
き
胆
玉
【
肝

玉
】
を
冷
し
、
溶
鉱
炉
に
て
は
紅
龍
躍
る
か
と

狭
き
胸
を
轟
か
し
、
亜
硫
酸
瓦
斯
を
含
め
る
煙

の
濛
々
と
し
て
漲
る
に
は
、
息
も
つ
ま
る
か
と

思
は
ず
念
仏
を
申
し
ぬ
。
…
…
。｣ (

『
進
修
第
12

号
』(
1908
年
12
月
発
刊)｢

修
学
旅
行
の
記｣

第
一
学
年
田
口
信) 

と
、
初
め
て
見
る
銅
山
の
光
景
に
驚
き
を
隠
せ

ま
せ
ん
が
、
煙
害
も
凄
ま
じ
か
っ
た
よ
う
で
す
。

見
学
を
終
え
た
一
行
は
、
銅
山
か
ら 

｢

…
…
、
飢
渇
交
々
【
こ
も
ご
も
】
至
れ
ど
も

口
に
す
べ
き
一
滴
一
粒
だ
に
な
く
足
は
疲
れ

て
一
歩
も
進
み
得
ず
な
れ
り
、
さ
れ
ど
有
ん
限

り
の
勇
気
を
鼓
し
て
、
闇
き
道
を
た
ど
り
、
互

い
に
励
ま
さ
れ
つ
励
ま
し
つ
辛
う
じ
て
下
孫

【
現
常
陸
多
賀
】
に
到
り
、
…
…
。｣

 

下
孫
か
ら
は
宿
の
迎
え
の
者
に
案
内
さ
れ
て

河
原
子
の
岩
崎
楼
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

20

日
、
岩
崎
楼
か
ら
約
10

㎞
の
行
軍
。
常
陸

太
田
に
至
る
と
、
太
田
中
学
校
で
昼
食
。
西
山

荘
を
見
学
し
た
後
、
太
田
停
車
場
か
ら
水
戸
鉄

道
の
列
車
で
水
戸
駅
ま
で
乗
車
。
水
戸
下
市
の

船
着
き
場
か
ら
那
珂
川
を
蒸
気
船
で
下
り
、
大

洗
祝
町
で
下
船
し
、
大
洗
金
波
楼
に
草
鞋
の
緒

を
解
き
ま
し
た
。 

 

最
終
日
21

日
は
、
高
田
保(

中
12

回)

 (注 2)

が

『
進
修
第
12

号
』
に｢

大
洗
よ
り｣

を
書
い
て
い

ま
す
。
当
時
、
弱
冠
13

歳
。｢

実
の
生(

な)

る
木

は
花
か
ら
知
れ
る｣

、
そ
の
表
現
の
巧
み
さ
は
、

後
年
の
筆
の
冴
え
を
暗
示
し
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。 

 
｢ 

大
洗
よ
り 

第
一
学
年 

高
田
保 

 
(

一)

十
月
二
十
一
日 

 

昨
夜
の
茶
も
菓
子
も
な
き
茶
話
会
の
疲
れ

に
、
ぐ
つ
す
り
と
寝
込
み
し
を
、
ゆ
す
り
起
さ

れ
て
、
眼
は
覚
め
ぬ
。
雨
戸
を
開
け
ば
、
薄
暗

き
空
に
は
、
暁
星
二
三
輝
く
の
み
に
て
、
未
だ

紅
を
潮
せ
【
さ
せ
】
ざ
る
に
、
漁
舟
、
三
四
、

満
帆
に
風
を
は
ら
み
て
浮
べ
り
、
波
な
ほ
収
ま

ら
ず
し
て
、
轟
々
の
響
、
天
地
を
振
は
す
。
刻
々

秒
々
分
々
毎
に
、
暁
雲
の
形
変
じ
、
色
変
り
て
、

夜
は
全
く
明
け
ぬ
。
鶏
の
告
ぐ
る
、
東
天
紅
の

声
も
聞
ゆ
。 

 

出
発
の
時
も
来
た
り
ぬ
。
我
等
は
再
び
祝
町

に
至
り
て
、
那
珂
川
通
ひ
の
汽
船
に
乗
る
。
対

岸
に
地
引
網
も
て
、
鮭
と
る
を
見
る
、
上
る
に

従
ひ
、
漾
々
【
よ
う
よ
う 

漂
い
流
れ
る
さ
ま
】

の
水
、
音
な
く
声
な
く
、
寂
々
寞
々
【
じ
ゃ
く

じ
ゃ
く
ば
く
ば
く 

寂
し
く
静
か
な
さ
ま 

寂
寞
】

と
し
て
流
る
ゝ
静
か
な
る
河
の
景
色
、
二
度
見

る
も
、
な
ほ
、
飽
き
や
ら
ず
、
五
時
間
近
く
を

費
し
て
、
水
戸
下
市
な
る
、
停
船
場
に
つ
き
、

隊
を
整
へ
て 

 
(

二)

農
事
試
験
場
に
向
ふ
。 

市
中
は
、
吉
田
神
社
の
祭
礼
に
て
、
旗
、
提

灯
、
な
ど
、
家
毎
に
飾
り
つ
け
ら
れ
て
、
何
と

な
く
景
気
な
り
。
苅
り
乾
し
た
る
稲
、
掛
け
ぬ

ら
れ
て
、
千
町
田
遠
き
、
郊
外
に
出
づ
れ
ば
間

も
な
く
、
試
験
場
に
つ
く
。 

 

洋
服
の
装
に
、
麦
藁
帽
か
ぶ
り
て
、
草
鞋
は

き
た
る｢

ハ
イ
カ
ラ
農
夫｣

に
、
案
内
せ
ら
れ
て
、

場
内
を
巡
覧
す
。
諸
標
本
室
、
農
具
室
な
ど
見

る
中
に
、
露
の
滴
れ
【
た
れ
】
ん
許
り
に
熟
し

た
る
梨
、
紅
燃
ゆ
る
ば
か
り
に
熟
し
た
る
水
蜜

桃
、
さ
て
は
、
葡
萄
、
李
、
苺
、
甘
柿
、
な
ど

の
、
ア
ル
コ
ー
ル
漬
な
ど
空
腹
の
一
行
の
眼
に

は
、
殊
更
に
、
眼
を
引
き
た
り
き
。
家
畜
場
に

行
け
ば
、
鶏
や
、
豚
や
、
牛
馬
な
ど
楽
し
げ
に

群
れ
遊
ぶ
。
過
ぐ
れ
ば
菜
園
あ
り
、
農
夫
一
人

牛
を
追
ひ
て
、
耕
す
あ
り
。 

｢

こ
の
牛
、
中
々
に
乱
暴
に
て
、
先
日
は
人

二
人
を
傷
け
た
り｣

 

と
説
明
者
は
云
ふ
、
分
析
室
に
て
は
、
野
鼠
を

殺
除
す
べ
き
、
チ
ブ
ス
菌
を
養
ふ
、
顕
微
鏡
に

て
、
チ
ブ
ス
菌
を
示
さ
れ
て
、
熱
心
な
る
説
明

を
聞
く
、
辞
し
て
、
水
戸
中
学
校
指
し
て
行
く
。 

 

中
学
校
は
、
水
戸
城
趾
な
り
。
当
時
の
水
戸

武
士
の
面
影
周
囲
の
空
濠
に
偲
ば
れ
て
、
一
の

尾
花
【
お
ば
な 

ス
ス
キ
】
の
さ
ゝ
や
き
も
、
昔

を
語
る
に
似
て
、
何
と
な
く
、
感
慨
の
深
き
を

覚
ゆ
。
去
つ
て
弘
道
館
に
行
く
、
所
謂｢

第
二

公
園｣

な
り
。
幽
邃
【
ゆ
う
す
い
】
閑
雅
【
か
ん

が
】
、
五
十
年
前
の
昔
を
思
は
し
む
る
に
足
れ

り
。
烈
公
【
徳
川
斉
昭
】
白
晝
【｢

自
書｣

の
誤
植

と
思
わ
れ
る
】
の
弘
道
館
記
(注 3)

は
、
八
角
堂
中
に

あ
り
、
寒
水
石
の
一
碑
、
面
を
埋
む
る
所
の
快

文
字
は
、
一
読
人
を
し
て
、
感
奮
興
起
せ
し
む
。 

 

予
定
は
、
さ
ら
に
常
盤
公
園
【
偕
楽
園 

こ

ち
ら
は｢

第
一
公
園｣

と
も
呼
ば
れ
た
】
に
行
く
べ
か

り
し
を
、
余
す
所
の
時
間
少
き
を
以
て
、
遺
憾

な
が
ら
こ
ゝ
よ
り
、
直
ち
に
水
戸
停
車
場
に
向

ふ
。 

 
(

三) 
 

上
り
上
野
行
列
車
は
、
常
南
健
児
を
乗
せ
て

亀
城
々
下
に
到
る
べ
く
、
ポ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を

放
【
離
】
れ
ぬ
。
三
日
前
再
会
を
期
し
た
り
し
、

千
波
の
沼
を
過
ぎ
て
、
友
部
の
駅
に
つ
く
。
此

時
日
光
方
面
に
行
き
し
、
四
年
の
人
々
と
会
し

て
、
こ
ゝ
に
旅
の
話
は
聞
か
れ
て
、
足
尾
の
話

し
す
る
も
あ
れ
ば
、
東
照
宮
を
聞
く
も
あ
り
、

中
に
は
、
水
戸
の
羊
羹
と
日
光
の
羊
羹
を
交
へ

る
人
も
あ
り
て
、
岩
間
も
石
岡
も
ま
た
ゝ
く
間

に
土
浦
に
つ
く
。
時
正
に
筑
波
の
頂
上
に
、
日 
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没
し
て
、
霞
湖
の
波
収
ま
れ
る
時
。」 

  

(注 1)

日
立
鉱
山
専
用
電
気
鉄
道 

助
川
専
用
電
気
鉄
道
。
略
称｢

助
鉄｣

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

現
日
立
市
の
助
川
駅(

現
日
立
駅)

か
ら
同
市
内
の
大
雄
院
ま
で

を
結
ん
で
い
た
。
日
立
鉱
山
へ
の
物
資
の
移
送
を
目
的
と
し
て
、

1908

［明
治
41
］年
８
月
に
建
設
が
開
始
さ
れ
、
11
月
に
開
通
し

た
。
当
初
は
貨
物
輸
送
専
用
の
予
定
で
あ
った
が
、
建
設
中
の

10
月
に
逓
信
大
臣
宛
て
に
便
乗
許
可
願
が
出
さ
れ
、
翌
11
月

に
は
便
乗
が
認
可
さ
れ
た
。 

 

(注 2)

高
田
保 

本
紙
第
18
・
20
号
で
詳
述
し
て
い
る
。 

 

 (注 3)

弘
道
館
記 

 

江
戸
後
期
、
水
戸
の
藩
校
弘
道
館
設
立
の
目
的
と
教
育
の

基
本
方
針
を
述
べ
た
書
。
一
巻
。
徳
川
斉
昭
の
命
に
よ
り
、
藤

田
東
湖
が
起
草
。
1838

［天
保
９
］年
成
立
。
当
時
の
水
戸
学
の
真

髄
を
伝
え
る
。
1852

［嘉
永
５
］年
注
釈
書
『弘
道
館
記
述
義
』二

巻
が
成
立
し
、
幕
末
の
思
想
、
政
治
に
影
響
を
与
え
た
。 

 

東
京 

1909

年 

中
12

回
生
２
年
次 

  

こ
の
年
は
、
１
泊
２
日
で
東
京
帝
国
大
学
医

科
大
学(

現
東
京
大
学
医
学
部)

・
小
石
川
植
物

園
・
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
・
二
重
橋
・
動
物
園
・

帝
室
博
物
館(

現
国
立
博
物
館)

を
巡
っ
て
い
ま

す
。
医
科
大
学
・
植
物
園
・
幼
年
学
校
に
つ
い

て
は
高
田
保
が
、
二
重
橋
は
下
村
千
秋
(注 4)

が
、

動
物
園
・
博
物
館
は
市
毛
豊
備(

後
年
本
校
教
諭 

国
語 

在
職
1928

［
昭
和
３
］
年
～
1936

年)

が
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
、
『
進
修
第
13

号
』(

1910

年
1
月
発
刊)

に

そ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

上
野
駅
か
ら
歩
い
て
医
科
大
学
に
到
着
し

た
一
行
は
、
解
剖
学
教
室
に
案
内
さ
れ
ま
す
。

高
田
の
記
事｢

解
剖
学
教
室｣

は
、
真
に
迫
り
、

解
剖
学
教
室
独
特
の
臭
い
さ
え
も
漂
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。 

  
｢

一
、
解
剖
学
教
室 

二
年 

高
田
保 

 

十
月
二
十
日
、 

上
野
に
着
い
た
。
隊
伍
を
整
へ
て
大
学
に
向
ふ
。

切
通
し
を
上
つ
て
本
郷
区
役
所
の
横
へ
折
れ

て
大
学
の
構
内
に
は
い
る
。
青
い
顔
を
し
た
人
、

顔
中
腫
物
だ
ら
け
の
人
、
繃
帯
し
た
人
、
種
々

な
上
病
人
や
臭
い
人
だ
ち
に
幾
ら
も
会
っ
た
。

病
院
の
患
者
と
見
え
る
。
ず
う
つ
と
往
つ
て
左

り
に
折
れ
て
一
行
九
十
何
人
が
三
線
を
画
い

て
、
解
剖
学
教
室
の
前
に
集
ま
る
。 

何
処
か
ら
か
薬
の
香
が
漂
つ
て
来
る
。 

｢

臭
い
な
あ｣ 

｢

何
だ
ろ
う
？｣ 

｢

こ
れ
ぁ
屹
度
【
き
っ
と
】
何
ち
た
ど
…
…
あ
の

人
間
を
漬
け
と
く
臭
ひ
だ
ど｣ 

｢

死
ん
だ
人
の
臭
ひ
ぢ
や
あ
ん
め
い
か
？｣ 

僕
は
た
ゞ
薬
の
香
だ
と
思
つ
た
。 

小
使
が
玄
関
か
ら｢

ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ｣

と
呶

【
怒
】
鳴
る
。
松
山
【
登
熊 

体
育 

1906

［
明
治
39

］

年
～
1913

［
大
正
２
］
年
】
先
生
が
例
の
大
き
な
声

で
、
そ
れ
そ
れ
注
意
を
言
ひ
渡
さ
れ
る
。
口
々

に｢

気
味
が
悪
い
な
あ｣

と
い
ひ
な
が
ら
入
口

か
ら
少
し
入
つ
た
所
で
、
ゲ
ー
ト
ル
の
皮
を
外

し
て
靴
を
脱
き
、
白
い
解
剖
服
と
で
も
い
ふ
や

う
な
の
を
着
た
三
十
前
後
の
眼
鏡
を
か
け
た

七
分
三
分
に
前
髪
を
別
【
分
】
け
た
人
に
案
内

せ
ら
れ
て
、
長
い
廊
下
を
黙
つ
て
歩
む
。
全
軍

粛
と
し
て
一
語
を
語
る
も
の
な
し
。
解
剖
室
、

名
を
聞
く
だ
け
で
も
今
将
に
僕
等
の
眼
前
に

現
は
れ
ん
ず
る
恐
る
べ
き
何
か
ゞ
想
は
れ
る

の
だ
。 

案
内
の
人
は
扉
に
手
を
か
け
た
。
把
手
が
ま
わ

る
。
ギ
ー
と
音
し
て
解
剖
室
の
戸
は
愈
々
開
か

れ
た
。
颯
と
異
様
の
悪
臭
が
鼻
を
撲
つ
。 

｢

悪
い
塩
鮭
を
炙
い
【
や
い
】
て
る
や
う
な
臭

だ｣

と
Ｓ
君
が
言
つ
た
が
、
未
だ
穿
つ
ち
や
居

な
い
。
生
ま
れ
て
【
数
え
年
】
十
五
年
来
未
だ

嘗
つ
て
嗅
い
だ
こ
と
の
な
い
臭
だ
。 

足
が
す
く
む
、
心
が
跳
る
、
む
か
つ
く
、
勇
気

を
出
し
て
敷
居
を
跨
い
だ
。 

瞬
間
！
、
ず
ら
り
と
横
た
へ
列
べ
ら
れ
た
死
骸

が
！
。 

｢

ア
リ
ャ
！｣

と
誰
れ
も
彼
も
驚
き
の
叫
び
を

発
し
た
。 

そ
の
筈
で
あ
る
。
た
ゞ
一
つ
横
へ
て
あ
る
の
を

見
て
す
ら
も
気
味
の
悪
い
死
骸
、
吾
等
同
類
の

哀
れ
な
死
状
、
そ
れ
が
何
う
【
ど
う
】
で
し
よ

う
、
凡
そ
二
十
も
、
長
さ
六
尺
横
三
尺
位
の
寝

台
の
如
な
上
に
、
真
白
い
布
帛
を
敷
い
て
真
白

い
布
帛
を
被
け
て
あ
る
中
か
ら
、
ニ
ヨ
キ
ツ
と

手
を
出
し
足
を
出
し
、
通
路
を
隔
て
ゝ
頭
合
せ

に
行
儀
よ
く
並
べ
ら
れ
て
あ
る
。
あ
ゝ
そ
の
黄

色
い
や
う
な
ぶ
く
ぶ
く
し
た
手
足
。
案
内
の
人

は
台
に
近
寄
つ
て
白
い
布
を
バ
ー
ッ
と
取
り

除
け
て
往
く
。
腹
部
を
裂
き
胸
を
割
つ
た
惨
た

ら
し
い
死
骸
が
出
る
。
女
が
あ
る
、
男
が
あ
る
、

爺
さ
ん
が
あ
る
。
八
字
鬢
い
か
め
し
い
亡
者
も

あ
る
。 

僕
は
怖
る
怖
る
近
く
立
つ
て
一
人
の
死
人
の

顔
を
真
正
面
に
見
た
。
年
の
頃
は
四
十
位
、
鼻

下
に
黒
い
美
髯
を
貯
へ
て
あ
る
け
れ
ど
何
所

と
な
く
凶
悪
の
相
が
備
は
つ
て
る
奴
。
僕
は
震

へ
上
が
つ
た
。 

ど
ん
よ
り
し
た
死
人
特
有
の
眼
で
僕
を
睨
ん

だ
の
だ
。
そ
の
澱
ん
だ
眼
玉
の
底
に
は｢

取
り

つ
く
ぞ｣

と
い
ふ
精
神
が
読
め
る
。
そ
し
て
白

い
歯
を
剥
き
出
し
て
笑
つ
て
い
る
。 

僕
は
此
時
も
帽
子
を
鼻
に
当
て
ゝ
置
く
こ
と

を
忘
れ
は
し
な
か
つ
た
。
帽
子
は
悪
臭
を
避
け

る
唯
一
の
武
器
だ
つ
た
の
だ
。
帽
子
を
鼻
の
上

に
被
せ
て
、
片
手
で
押
さ
へ
る
。
長
い
間
に
は

段
々
息
が
つ
ま
つ
て
来
る
。
堪
へ
ら
れ
な
い
で

帽
子
を
押
さ
へ
て
る
手
を
ゆ
る
め
れ
ば
容
赦

も
な
く
変
て
こ
な
臭
が
襲
つ
て
来
る
。
こ
れ
に 

 
 

は
殆
ど
堪
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。
愈
堪
へ
ら
れ
な

く
な
つ
て
僕
の
足
は
宙
を
飛
ん
で
以
前
の
廊

下
に
出
た
。
帽
子
が
鼻
を
離
れ
る
、
思
は
ず
深

呼
吸
を
や
つ
て
仕
舞
つ
た
。 

次
ぎ
に
標
本
室
を
見
た
、
そ
れ
か
ら
再
び
も
と

の
落
葉
散
り
布
く
庭
に
出
た
。｣ 

 

次
の
小
石
川
植
物
園
で
は
、
明
治
初
年
に
来

日
し
た
と
云
う
英
国
人
宣
教
師
が
、
引
率
の
松

山
・
高
野
両
先
生
を
何
と
か
話
に
引
き
込
も
う

と
し
て
、
二
人
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
高
田
は
そ

の
姿
を
皮
肉
を
交
え
、
克
明
に
記
述
し
て
い
ま

す
が
、
小
石
川
植
物
園
に
つ
い
て
は
、 

 
｢

…
…
、【
庭
は
】
決
し
て
悪
く
は
な
い
が
箱

庭
的
の
小
規
模
な
と
こ
ろ
が
気
に
喰
は
ぬ
。
…

…
。｣
と
素
っ
気
無
く
済
ま
し
て
い
ま
す
。 

 

植
物
園
で
昼
食
を
済
ま
し
た
後
に
向
か
っ

た
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
で
は
、
副
官
の
清
水
中

尉
が
案
内
説
明
の
労
を
執
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

予
科
１
年
生
の
機
械
体
操
の
授
業
で
は
、
活
発

な
掛
け
声
と
挙
動
、
元
気
横
溢
の
様
子
に
感
心

し
て
い
る
と
、
清
水
中
尉
が
、 

 
｢

此
の
学
校
の
生
徒
等
も
、
も
と
は
徒
ら
に

器
用
な
芸
当
を
悦
ん
で
、
盛
ん
に
軽
業
式
の
事

を
や
つ
た
も
の
だ
が
、
今
で
は
そ
ん
な
曲
芸
に

重
き
を
置
か
ぬ
。
精
神
元
気
を
養
ふ
こ
と
を
主

と
す
る
。
す
な
は
ち
、
芸
を
見
ず
し
て
そ
の
元

気
を
見
て
居
る
。｣ 

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
高
田
は
、 

 
｢

…
…
。
何
も
僕
が
体
操
が
下
手
だ
か
ら
言

ふ
の
で
は
な
い
が
、
中
尉
の
言
は
大
に
僕
の
意

に
適
つ
た
言
葉
で
あ
る
。
…
…
。
」 

と
、
い
た
く
感
銘
を
受
け
た
様
子
。
学
校
の
歴

史
や
現
況
の
説
明
を
聞
き
、
諸
教
室
を
見
て
回

る
う
ち
に
、
自
分
も
入
学
し
て
み
た
い
よ
う
な

気
に
な
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
炊
事
場
へ

行
く
と
、 

 
｢

…
…
。
副
食
物
が
葱
だ
ら
け
な
の
を
見
て｣

、 
 
｢

い
や
こ
ん
な
学
校
に
は
入
り
た
く
は
な
い

と
思
つ
た
。
僕
は
一
体
、
葱
は
大
嫌
い
な
の

で
。｣ 

と
、
後
年
の
評
論
に
通
じ
る
よ
う
な
風
刺
と
ユ

ー
モ
ア
と
で
、
記
事
を
終
え
て
い
ま
す
。 

 

翌
21

日
は
、
銀
座
か
ら
丸
の
内
に
入
り
、
凱

旋
道
路(

現
内
堀
通
り)

を
進
ん
で
、
二
重
橋
外

に
。
こ
こ
で
各
小
隊
皆
列
を
正
し
て
松
山
先
生

の
号
令
で
、
皇
居
に
向
か
い
最
敬
礼
を
行
い
ま

し
た
。
下
村
は
こ
の
時
の
感
激
を
、 

 
｢

…
…
。
た
ゞ
何
と
な
く
『
有
り
難
い
、
か

た
じ
け
な
い
、
尊
い
』
と
い
ふ
感
が
む
ら
む
ら

と
心
の
底
か
ら
湧
き
上
が
つ
て
、
脱
帽
し
て
恭

し
く
低
れ
た
頭
を
、
暫
く
は
上
げ
る
こ
と
も
出

来
な
い
で
、
涙
を
呑
ん
だ
。
森
厳
の
気
に
う
た

れ
た
の
だ
。
…
…
。｣ 

と
、
記
し
て
い
ま
す
。
感
激
の
二
重
橋
か
ら
上

野
に
出
て
、
動
物
園
・
博
物
館
を
見
学
。
そ
こ

で
の
様
子
は
市
毛
が
流
暢
な
候
文
で
書
い
て

い
ま
す
。
見
学
を
終
え
た
一
行
は
、
午
後
５
時

発
の
汽
車
で
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。 

 

翌
年
か
ら
は
日
程
が
２
泊
３
日
な
い
し
は

３
泊
４
日
と
な
り
、
見
学
先
に
靖
国
神
社
・
陸

軍
士
官
学
校
・
石
川
島
造
船
所
・
商
船
学
校
・

美
術
学
校
・
浅
草
寺
・
泉
岳
寺
な
ど
が
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

(注 4)

下
村
千
秋 

 

本
紙
第
18
号
で
詳
述
し
て
い
る
。 
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高
21
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松
井
泰
寿)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


